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令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月25日実施） 

総合評価（３月５日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇幼稚部から
高等部にかけ
た系統立てた
指導の実施に
より、社会で
豊かに生きて
いくための基
礎学力とコミ
ュニケーショ
ン力を身につ
ける。 
 

①カリキュラムマ
ネジメントの推進
と、実態把握に基
づく個別教育計画
の作成および実践
により、幼児・児
童・生徒の基礎学
力やコミュニケー
ション能力の向上
を図る。 
 
 
 
 
 
②学校生活全般で
一人一台端末を活
用し、視覚的支援
の充実を図るとと
もに、情報モラル
の教育にも取り組
み、個々の資質・
能力の育成を図
る。 
 

①一人ひとりの実態把握
や、より良い課題提示、習
得の方法を検討し、個別教
育計画に基づいた授業実践
を行う。 
他学部の研究授業や研究協
議への参加を通して、学部
間の系統性の理解を促進す
る。 
幼稚部から高等部までの自
立活動の系統的な指導実践
を行うため、手話力、日本
語指導力、聴能理解を高め
るOJTを行う。 
 
②一人一台端末を活用した
授業づくりを進めるため
に、機器に関する情報共有
や研修体制を整える。 
情報モラルに関する指導を
充実させ、ICTの積極的な
活用を図る。 

①実態把握や適切な課題設
定を行い、個別教育計画に
基づいた授業実践を行なっ
たか。 
研究授業を行い、授業力向
上を図れることができた
か。また、他学部の研究授
業や研究協議に参加し、学
部間の系統性を整理するこ
とができたか。 
手話力、日本語指導力、聴
能理解を高めるOJTを行う
ことができたか。 
 
 
②一人一台端末に関する情
報共有や研修体制を整え、
ICTの積極的な活用を図る
ことができたか。 
情報モラルに関する指導を
推進することができたか。 
 

①他学部体験週間の実施や
研究授業、公開授業を行
い、学部を越えた取組によ
って、他学部の様子を知る
とともに、学部間の系統性
について意識を高めること
ができた。 
自立活動の具体的な内容に
ついての実態把握や課題の
改善について、学部研究等
の機会を通して情報を共有
し、基礎学力やコミュニケ
ーション能力の向上に向け
た授業実践ができた。 
 
②一人一台端末の活用は浸
透しつつあり、個々の実態
に応じた教科の学習アプリ
を用いた個別的な指導や授
業支援アプリや電子黒板を
活用し協働的な授業実践を
行うことができた。 

①研究授業や公開授業
等、互いに授業を見合
うことのできる体制づ
くりを更に推進し、専
門性を高め、授業力向
上に努める必要があ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末の活用
や電子黒板、デジタル
教科書等、導入に対し
て職員の研修会を設定
する等、ICT 機器の積
極的な活用を図ってい
く必要がある。 
 

①保護者アンケート 
肯定的評価 97.6% 
Ｒ５年度  96.8% 
<学校運営協議会> 
・個別教育計画を保護
者と一緒に作成してい
るのは良いこと。その
場で話し合っていく取
組が大事。 
・公開授業は大切なこ
と。 
 
 
 
 
②保護者アンケート 
肯定的評価 90.0% 
Ｒ５年度  78.6% 
<学校運営協議会> 
・ＩＣＴ機器の活用、
ロイロノートやデジタ
ル教科書等、成果を上
げている。このような
取り組みは評価でき
る。 
 

①６月と９月に他学部体験週間を
設けた。学部を越えた授業実践の
共有を通して授業改善や授業力の
向上につなげるとともに、学部間
の系統性について意識を高めるこ
とができた。 
更に研究授業や公開授業等、互い
の授業を見合い、高め合う意識の
醸成を図っていくとともに、多様
化する幼児・児童・生徒の実態把
握や課題改善について取り組み方
を検討していく必要がある。 
個別教育計画に基づいた教育実践
が更に充実するよう記入ガイドの
見直しを推進した。 
②各学部で実態や学習状況に応じ
て、一人一台端末を活用すること
で、主体的な学びにつなげ、成果
を上げてきている。導入した授業
支援アプリやデジタル教科書の効
果的な活用が更に求められる。 
 

①他学部体験をはじめ、研究
授業や公開授業等、新たな発
見や気づきから、すぐにでも
自分自身の授業改善につなげ
られる取組を継続していく。 
個別教育計画の記入ガイドや
授業等のねらいや内容を整理
していくためのシラバスづく
りや、ろう重複児童生徒の適
正な教科用図書選定を推進す
る。 
自立活動 4 つの柱の具体的な
内容について、子どもたちの
実態に応じた指導・支援のあ
り方を検討し実践していく。 
②一人一台端末の更なる効果
的な活用に向け、好事例を紹
介する機会を設定したり、研
修を計画的に実施したりしな
がら、実践的な活用を推進し
ていく。 
 

２ 

（幼児・ 
児童・） 
生徒指導・
支援 

〇それぞれの
実態を十分把
握し、ニーズ
に応じた指
導・支援を行
うとともに、
集団活動を通
して、協調性
や思いやりの
心を養い、自
己肯定感を高
める。 

①配慮の必要な幼
児・児童・生徒の
健康と安全を守る
とともに、一人ひ
とりのニーズに応
じた支援を行う。 
校内で起こる様々
な事案に対し、機
動的な対応で解決
を目指す。 
②個別の指導と
様々な集団活動を
通して、互いの良
さを認め合う機会
を持ち、自己理解
や自己肯定感を高
める。 

①関係職員とケース会を設
定して情報共有を図り、見
立てや具体的な支援策の検
討を行い、実行する。併せ
て効果の検証を行う。 
事案が生じた際は関係部署
が連携して、速やかで適切
な対応により解決に導く。 
 
 
②学部学年を越えた集団活
動や部活動（文化的活動・
体育的活動）を通して自己
肯定感を育み、協調性や社
会性を養う。 

①指導上必要な配慮を行
い、健康と安全を守ること
ができたか。また、適切な
支援を行うことができたか
を具体的成果から検証す
る。 
事案が生じた際は関係部署
が連携して、速やかで適切
な対応により解決に導くこ
とができたか。 
②集団活動を通して、互い
の良さを認め合い、自己肯
定感を高めることができた
かを行動変容等から検証を
行う。 

①「いじめ」をテーマに生
徒同士がワークを行い、い
じめ防止の意識を高めるこ
とができた。 
いじめアンケートを年２回
実施し、保護者とも連携し
ていじめの把握と未然防止
に努めた。 
 
 
②高等部生徒会が中心とな
って、学部を越えた交流給
食や昼休みに一緒に活動す
る集団活動を通して思いや
りを育むことができた。 
 
 

①今後もいじめアンケ
ートや児童・生徒との
コミュニケーションを
図りまた保護者面談等
の機会を通じて、いじ
めの未然防止、早期発
見に努めていく必要が
ある。 
 
 
②幼稚部から高等部ま
で交流ができるという
ろう学校の利点を生か
して、児童会・生徒会
を中心に、学校行事等
に積極的に関わり、協
調性や思いやりの心を
育んでいく。 
 

①保護者アンケート 
肯定的評価 88.1% 
Ｒ５年度  90.3% 
引き続き、外部講師の
派遣等、関係各所と連
携して取り組んでいく
必要がある。 
 
 
 
②保護者アンケート 
肯定的評価 95.2% 
Ｒ５年度  90.3% 
 
 

①いじめ防止では、生徒会主催の
ワークやいじめアンケート等、未
然防止に努め、組織的に取り組む
ことができた。 
ケース会を設ける際は、学級担任
をはじめ、養護教諭やブロック内
の専門職を含めたチームで検討す
ることができた。 
 
 
②生徒会が進めた交流給食や各学
部の実行委員が中心となって進め
た「平ろう祭」等の行事を通し
て、相互理解を深めることができ
た。今後、更に子どもたちの主体
的な取組として集団活動の場を広
げていく。 
 

①今後も子どもたちの中に
「いじめは認めない」という
心を育むよう、主体的に考え
る場面を設定していく。 
幼児・児童・生徒の情報は、
学年や学部間等、必要な範囲
で共有し問題の未然防止、早
期発見に努めていく。 
 
 
②引き続き、幼稚部から高等
部まで、校内の縦のつながり
を大切にした集団活動を進め
ていくことと、地域の学校や
団体等との活動を通して、互
いの良さを認め、相互理解を
深める活動を推進していく。 
 

３ 
進路指導・
支援 

〇幼児・児
童・生徒・保
護者のニーズ
を受け止め、
職業観を育
み、主体的な
進路選択がで

①幼稚部から高等
部の各段階におい
て、個のニーズに
合わせた課題設定
や体験的な学習を
通し、主体的に進
路選択できる力を

①各学部の活動に将来の進
路選択につながる具体的な
視点を取り入れ、教育内容
や指導方法の充実を図る。
高等部においては、地域の
企業や大学等と連携し、見
学や実習を行う。また、卒

①各学部の活動に将来の進
路選択につながる具体的な
視点を取り入れ、教育内容
や指導方法を充実させるこ
とができたか。   
適切な職業観や進学に向け
た意欲を育成することがで

①各学部所属の進路担当教
員を中心に、学級担任と情
報を共有し、企業見学や現
場実習を実施した。また卒
業生との懇談を実施し、働
くことに対して具体的にイ
メージを持たせることがで

①各学部のニーズ、幼
児・児童・生徒のニー
ズや実態に合った進路
選択につなげていく。 
 
 
 

①保護者アンケート 
肯定的評価 92.1% 
Ｒ５年度  83.3% 
<学校運営協議会> 
・将来自立する人材を
育てるために社会に出
てからの自分が役立つ

①各学部の進路担当と担任が綿密
に情報共有を図り、学部・学年の
実態に合った校外学習や現場実習
を計画し実施することができた。 
卒業生との懇談では、生徒たちに
とって身近な先輩からの話を聞
き、自分の将来像につなげること

①今後も、生徒が実習等の体
験を通じて自己理解を深め、
主体的な進路選択につながる
よう、支援を継続していく。 
 
 
 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月25日実施） 

総合評価（３月５日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

きるよう指
導・支援す
る。 
 
 
 
 

育む。 
 
 
 
 
②進路選択に必要
な情報を提供する
とともに、ニーズ
に応じた適切な支
援を行う。 

業生など聴覚障害のある社
会人と接する機会を設定す
ることにより、意欲と心構
え育て、それぞれに必要な
支援を行う。 
②進路だよりや学習会など
を通して保護者等への情報
提供を行い、適切な進路指
導・支援を行う。 

きたか。また、個のニーズ
に応じた支援を行うことが
できたか。 
 
 
②進路選択をしていくうえ
で、必要な情報を適切に提
供することができたか。 
 

きた。 
 
 
 
 
②進路だよりでは、企業か
らのアドバイスや家庭に協
力してもらいたいことを具
体的に掲載し、情報提供を
行った。 
企業説明会では保護者がオ
ンラインで視聴できるよう
にしたことで、多くの保護
者が参加し、理解を深めて
もらうことができた。 
 

 
 
 
 
 
②就労支援センター
等、関係機関や県内ろ
う学校４校の進路担当
とも連携を深め、より
良い情報提供に向けて
の方策を検討してい
く。 

仕事に就ける教育、子
育てが必要と思う。 
 
 
 
②保護者アンケート 
肯定的評価 87.8% 
Ｒ５年度  80.0% 
<学校運営協議会> 
・見せ方の工夫をす
る。視覚情報を提示す
る。 
・全般的な流れの説明
をする。 

ができた。 
 
 
 
 
②ニーズに合った丁寧な情報発信
を継続してきたことで、肯定的な
評価をいただいた。 
保護者や教員向けの企業見学会を
実施し、進路選択に参考となる情
報を発信できた。 

 
 
 
 
 
②児童・生徒及び保護者にわ
かりやすい情報発信の工夫を
行っていく。また幼稚部や小
学部の段階から、保護者が卒
業後の進路を意識できるよ
う、班員だけでなく担任も進
路についての知識を身に付
け、情報を発信できるように
する。 
 

４ 
地域等との
協働 

〇「ともに生
きる社会」の
実現に向け、
地域における
支援教育に関
する専門性の
向上を図ると
ともに、地域
との協働によ
る活動を進め
る。 
 
 
 
 
 

①関係機関との連
携を図り、ニーズ
に応じた相談支援
を推進する。 
 
 
 
 
②切れ目のない支
援体制の構築に向
けて、地域の支援
力向上のための情
報発信や支援を充
実させる。 
③交流及び共同学
習、その他、様々
な場面を通じて学
校外の人と活動す
ることにより、人
との関わりを広げ
る。 
 

①病院や福祉機関との情報
交換を計画的に行い、支援
ニーズの把握と支援策の見
直しを行う。 
 
 

 
 

②地域で学ぶろう難聴児の
指導と支援の充実につなが
る情報発信や支援を行う。 
 
 
 
③よりよい交流および共同
学習のあり方を交流先と十
分に検討し、実践する。ま
た地域からのオファーと校
内のニーズをつなげ、地域
の人と一緒に活動する機会
を増やす。そのことによ
り、子どもたちの人と関わ
る力の向上を図る。 
 

①関係機関と計画的に連携
し、ニーズに応じた相談支
援を推進することができた
か。 
 
 
 
 
②地域で学ぶろう難聴児の
指導と支援の充実につなが
る情報発信や支援を行うこ
とができたか。 
 
 
③各学部の実態やねらいに
合った、よりよい交流及び
共同学習のあり方を交流先
と十分に検討し、計画的に
実施することができたか。 
様々な活動を通して、子ど
もたちの人と関わる力の向
上につなげることができた
か。 
 

①病院連携は、学部や担任
と連携して進めることがで
きた。 
乳幼児相談を中心とした

情報について、平塚盲学校
や相模原中央支援学校、聴
覚障害者福祉センター等と
共有することができた。 
②「ろう難聴児サポートハ
ンドブック」を改訂し、指
導と支援の充実につながる
情報をまとめることができ
た。 
 
③近隣の学校や地域の団
体、外部イベントへの参加
等、学校外の様々な人と関
わりを持つ機会を設けるこ
とができた。 

①病院連携における学
校内の情報共有の方法
として、負担なく取り
組める方法を取り入れ
ていく。 
 他校との情報共有は
継続して行っていく。 
 
②必要な情報にアクセ
スしやすいように学校
ホームページの改善を
図る。 
 
 
③子どもたちに身に付
けさせたい力やねらい
を明確にして、交流や
共同学習できる機会を
確保していく。 

①②保護者アンケート 
肯定的評価 87.2% 
Ｒ５年度  77.8% 
<学校運営協議会> 
・情報の共有がもう少
しUPするとコミュニケ
ーションや理解が深ま
ると思う。 
 
 
 
 
 
 
③保護者アンケート 
肯定的評価 78.0% 
Ｒ５年度  61.3% 
<学校運営協議会> 
・地域との交流とし
て、インクルハブ湘南
の活動、大学・高校と
の交流活動、デフＳＵ
Ｐ大会、デフ・アドベ
ンチャー等の情報共
有。 
 

①病院連携は、計画的に進め、ニ
ーズの把握や支援策の共有を図る
ことができたが、資料づくりの負
担感を軽減していくことが課題で
ある。 
 
 
 
②各市町村教育委員会とも連携し
て、地域で学ぶろう難聴児の指導
と支援の充実にむけた情報を発信
し、支援の充実に寄与することが
できた。 
 
③地域の近隣学校や団体との交流
を計画的に実施し、学校外の様々
な人と関わることで、コミュニケ
ーション力の向上につなげられ
た。 
 

①病院連携における学校内の
情報共有の方法として、負担
なく取り組める方法を工夫し
ていく。 
引き続き、乳幼児相談を中心
とした情報について、他校と
情報共有していく。 
 
②更に地域への情報発信を充
実させるため、学校ホームペ
ージの改善を図っていく。 
 
 
 
③各学部のニーズを把握し、
子どもたちに身に付けさせた
い力やねらいを明確にして、
学校外の人たちと交流及び共
同学習する機会を設定してい
く。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全で安心
できる指導・
管理体制の整
備を進め、学
校の危機管理
能力を高め
る。 
〇教員のワー
クライフバラ
ンスを推進す
るために、教
員の働き方改
革を推進す
る。 
 
 

①保護者との連絡
体制を含め、非常
時を想定した実践
的な訓練等の取組
を推進する。 
 
 
②幼児・児童・生
徒と向き合う時間
を確保する方策を
検討し、時間を生
み出すことで、適
切な支援につなげ
る。 
 

①「マチコミメール」を効
果的に活用して情報発信す
るとともに、実効性のある
緊急対応訓練を行い、より
効果的なものとする。突発
的な事案に的確に対応し、
必要な情報の発信を行う。 
②Teams等を活用して資料
を提示するなどの工夫を行
い、ペーパーレス化、会議
の効率化を目指す。また、
さらなる業務改革の検討を
行う。 

①非常時を想定した体験的
で実効性のある取組を推進
することができたか。事案
に対応した必要な情報の発
信を行うことができたか。 
 
 
②会議時間を短縮し、幼
児・児童・生徒と向き合う
時間を確保することができ
たか。また、そのことによ
り適切な支援につなげるこ
とができたか。 

①実際の災害発生時を想定
した訓練を実施することが
できた。 
マチコミメール登録は 100%
にすることができた。 
 

 
②会計業務や消毒・清掃、
事務的な業務を業務アシス
タントに依頼することで、
教員の負担を軽減できてい
る。 
 スクールバス業務は、盲
学校と密に情報交換を行
い、適切に遂行できた。 
 

①情報伝達設備を整備
し、発災時の情報保障
に努める。 
マチコミメール登録
100%を継続し情報発信
体制を維持していく。 
 
②会計業務をはじめ、
業務アシスタントに担
ってもらうことで、負
担軽減ができている。
今後も引き続き協力を
お願いしていく。 

①保護者アンケート 
肯定的評価 73.8% 
Ｒ５年度  80.6% 
<学校運営協議会> 
・頑張っていることを
もっと自慢げに発信し
て良いと思う。 
②保護者アンケート 
肯定的評価 95.2% 
Ｒ５年度  96.4% 
 
 
 

①発災時の様々な状況を想定した
実効的な訓練を実施することがで
きたが、肯定的評価は下がった。
学校での取組について、更に発信
していく必要がある。 
マチコミメール登録は100%にする
ことができた。 
②業務アシスタントや業務サポー
ターの力を借りて、会計業務等の
学級事務や教材制作を担ってもら
うことで、教員の負担を軽減する
ことができた。 
 

①消防署員等のアドバイスを
参考にしながら、避難時の注
意事項の見直しや訓練内容の
改善を図り、より実効的な訓
練を通じて危機対応力を高め
ていく。 
 
②新しいことへの取組と広げ
すぎず統合や廃止していくス
クラップアンドビルドに取り
組んでいく。 
 

 


